
- 135 - 

─────────────────────────────────────────── 

平成29年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第４日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                    平成29年３月10日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

           15番 今西 菊乃 議員 

           ６番 町田 正一 議員 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第４号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 赤木 貴尚君       ２番 土谷 勇二君 

３番 呼子  好君       ４番 音嶋 正吾君 

５番 小金丸益明君       ６番 町田 正一君 

８番 市山 和幸君       ９番 田原 輝男君 

10番 豊坂 敏文君       11番 中田 恭一君 

12番 久間  進君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 今西 菊乃君 

16番 鵜瀬 和博君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 吉井 弘二君 

事務局係長   若宮 廣祐君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 中原 康壽君 



- 136 - 

副市長 ………………… 笹原 直記君  教育長 ………………… 久保田良和君 

総務部長 ……………… 眞鍋 陽晃君  企画振興部長 ………… 左野 健治君 

市民部長 ……………… 堀江 敬治君  保健環境部長 ………… 髙下 正和君 

建設部長 ……………… 原田憲一郎君  農林水産部長 ………… 井戸川由明君 

教育次長 ……………… 山口 信幸君  消防本部消防長 ……… 安永 雅博君 

総務課長 ……………… 久間 博喜君  財政課長 ……………… 中上 良二君 

会計管理者 …………… 平田恵利子君                     

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（鵜瀬 和博君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あす３月１１日は東北地方を中心に未曽有の被害をもたらしました東日本大

震災から６年目に当たります。今なお多くの方々が避難生活を送られている厳しい状況でありま

す。この震災により犠牲になられた全ての方々に哀悼の意を表するため、ただいまより黙祷を捧

げたいと思います。皆様方の御協力をお願いします。 

○事務局長（土谷  勝君）  皆様、御起立お願いいたします。黙禱。 

〔黙祷〕 

○事務局長（土谷  勝君）  黙祷を終わります。御協力ありがとうございました。御着席をお願

いいたします。 

○議長（鵜瀬 和博君）  御協力ありがとうございました。 

 震災発生のあす１１日午後２時４６分においても、各自、黙祷を捧げられますようお願いいた

します。 

 あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社外２名の方から報道取材のため撮影機材等の使用の

申し出があり許可いたしておりますので御了承願います。ただいまの出席議員は１５名であり定

足数に達しております。これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（鵜瀬 和博君）  日程第１、一般質問を行います。 

 あらかじめ申し上げます。 

 一般質問の時間は、質問・答弁を含め５０分以内となっておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 なお、壱岐市議会基本条例により、質問者に対して市長等に反問権を付与しておりますので、

反問権が行使された場合、その時間は議長判断により一般質問の時間を延長いたします。 
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 質問通告者一覧表の順序によりまして、順次、登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、１５番、今西菊乃議員の登壇をお願いします。今西議員。 

〔今西 菊乃議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  皆様、おはようございます。 

 三寒四温なんでしょうか。きょうは二、三日前と比べて暖かく春の陽気になっております。 

 きのうは、市長、副市長、お疲れさまでございました。きょうは私の気のせいでしょうか、少

し２人のお顔がにこやかに緩んでいるように思います。きょうは提案型の質問をいたしていきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは通告に従いまして質問を始めさせていただきます。 

 まず、女性職員の管理職登用についてでございます。女性活躍推進法とは働く女性の活躍を後

押ししますという法律で、基本的には急速な人口減少により労働力不足が懸念され始めたため、

女性にもっと多くもっと長くもっと高い能力を発揮して働いてほしいということだと思います。

このような思いはすばらしいことなのですが、女性の受けとめはどのようなものでしょうか。男

性と同様に働くことが求められるのではないかという不安があり、働く環境整備がされていない

現状では決して女性にとって夢のある法律ではないように思います。しかしながら、女性の社会

進出は余儀なくされています。それゆえに職場で能力のある女性は、その能力が十分発揮できる

ような環境づくりや体制づくりが必要です。壱岐市においても同じだと思います。 

 前回、同僚議員の質問に女性職員の幹部職への登用が同じようにありました。市長は３１年ま

でに女性管理職を９名にすると前向きな答弁をされております。今回、私の質問の保育所長の管

理職登用ですが、旧町時代の保育所長は、前は保育園長と言っておりました。課長で管理職でし

た。市になっても、そのまま課長のままで勤務され退職となっています。いつから変わったかと

尋ねると、多分、こども家庭課ができてからではないかというようなことでした。しかし保育所

長の仕事内容は変わっておりません。そして特に近年は手がかかる乳幼児が増えているのと保護

者の要求がエスカレートして保育の環境は多様化しております。そのため臨時職員まで入れると

かなりの職員数になっていると思います。その管理も必要なのですが、その上に保育所の事務ま

でを所長がするようになっています。 

 武生水保育所は僻地保育所と兼務で、その上に他地区の５保育所まで管理するようにというこ

とで、管理職で主幹となっています。少し重責過ぎるのではないかと思います。現実、見られる

わけがありません。郷ノ浦地区だけでもやっとのことだと思います。ほかの３地区の保育所長は

参事で、管理職ではありません。万が一、何か事件や事故があったときは管理職である武生水保

育所長の責任が問われてくるのだと思います。芦辺保育所と石田保育所は、それぞれ２つの保育

所をかけ持ちとなっています。どこの所長も仕事内容はほぼ変わらないのですから、同様に４保
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育所を管理職にすべきだと思います。 

 そして、園児や職員だけでなく保護者対応や施設の管理を責任と権限を持って行えるようにす

べきと考えます。これから保育士不足が懸念されております。福岡市では既に保育所不足となっ

ておりますので、近隣の市町村でも大いに影響を受けます。壱岐市においても福岡市は近隣とな

ると思います。同じようなことが起きるのではないかと懸念いたしております。雇用条件がよく

なければ保育士を確保することが難しくなります。そのようなことも鑑みて働きがいのある対応

をすべきではないかと思いますので、市長の御見解をお願いします。 

 次に、健康保健課保健増進班についてですが、市長の施政方針の中で「生活の基盤は健康であ

る。市民の健康づくりのために各種健診、相談、予防、健康教室の充実を図り、受診向上のため

に啓発事業をしていく。壱岐地区医療健康開発研究事業やＣＫＤ（慢性腎臓病）重症化予防対策

に取り組み、将来的には地域包括ケア、うつ病・自殺予防、ロコモティブシンドローム（運動器

症候群）対策にも事業を拡大する予定である。食品の安全調理、栄養などの食生活改善をあらゆ

る場で行い、市民協働の展開をしていく」と言われております。 

 健康保健班の保健師さんや栄養士さんたちを中心に行われていく事業で、ここの班ではかなり

の仕事量にもなるものだと思っておりますし、またそこに勤務する人たちは資格を有するもので

あります。そして、今では女性の多い職場となっております。国保介護年金班や地域包括支援セ

ンターと全く関係がないわけでもないですが、仕事内容が違うのだと思いますし、一つの課とし

て十分独立できるだけの仕事だと思います。ここは、ぜひ女性職員の頑張りがいのある対応をし

て、一つの課として女性の課長としてはどうかと思いますが、市長の御見解を伺います。 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。１５番、今西菊乃議員の御質問にお答えいたしま

す。 

 女性職員の管理職登用についてということでございます。 

 女性職員の管理職登用につきましては、１２月会議におきまして町田正一議員より御質問いた

だいたところでございますけれども、本市の女性管理職の割合は管理職数５６名中６名でありま

して、１割強という現状にあります。壱岐市特定事業主行動計画では、平成３１年度までに全体

の１５％の９名になるよう目標を設定しているところでございます。 

 今回、武生水保育所の所長のみが管理職であり、他の保育所長も同等に管理職にすべきではな

いかとの御質問でございますが、現在、武生水保育所以外の所長は課長補佐の役職でございます。

その取りまとめ役として、こども家庭課主幹、保育所担当を配置しておりまして、その主幹が武

生水保育所長を兼務しているという状況にあります。 
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 議員御指摘のように、児童数が多い勝本保育所長、２園をかけ持ちしている芦辺保育所長また

石田保育所長につきましても負担が大きく管理業務を行っておりますことから、管理職が望まし

いという意見があることも十分承知いたしております。 

 現状を、先ほど今西議員がおっしゃったように、本市に限ったことではなく、全国的に保育士

の確保に苦慮している現状でございます。先ほどおっしゃいました待遇の面もあると思っており

ます。そういった中で、現時点では所長自身も保育に入らざるを得ない状態でございます。そう

いったことから、管理職として配置をせずに、こども家庭課主幹に全体の取りまとめ役として配

置している状況にございます。 

 各保育所におきましては、主任保育士等と密に連携をとり、効果的で効率的な保育所運営を目

指し、保育に従事しているところでございます。今後、幼保連携認定こども園の設置等の件も見

据えながら対処してまいりたいと考えておるところでございます。 

 次に、健康保健課保健増進班は独立した課にして女性課長の登用をということでございます。 

 健康保健課の職員数は、正規と嘱託を合わせまして、男性８名、女性３０名、計３８名という

大所帯でございます。事務職のほか、保健師、看護師、栄養士等が、国保年金介護班におきまし

ては、国民健康保険、介護保険の事業運営並びに後期高齢者医療、国民年金業務、保健増進班に

おきましては市民の健康づくりを図るため予防接種や各種健康診査などの健康増進に関する業務、

また地域包括支援センターにおいては、高齢者相談窓口、介護予防、地域支援事業など、広範囲

にわたる業務を担っております。 

 また、今後は高齢化社会の進展を見据え、医療保険や介護保険などの制度改正に伴う事業の見

直しや地域包括システムの構築などが求められておりまして、今後もさらなる業務量の増大が予

想されます。 

 このような状況の中、時代の変化やニーズへのきめ細やかな対応、さらには事務の合理化・効

率化を促進するため、新年度から新たな課を新設する方向で調整中でございます。 

 また、管理職の配置につきましては、女性の割合が大きい部署でもございますから、その能力

を十分発揮できる女性職員を配置し、適材適所の人事配置となるよう検討しているところでござ

います。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員。 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  先に、保健増進班、健康保健課としては非常に、２９年度から

ですか、の予定で１つの課を創設するということですね。あの班は私が２年前に健康づくりにつ

いて質問いたしました。そのときに長崎県は健康保健の受診結果が全国でもワーストクラスでし

た。その中で壱岐はワースト１が４つもあったわけです。何とか健康の島づくりをしないといけ
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ないということを私も訴えたわけですが、その後、職員の方から「今西さん、１つだけクリアし

ました」というような声を聞いたんです。本当に保健増進班は皆さんで力を合わせて頑張られて

いると私も認識いたしておりますし、そういうところはそういうところなりの対応が必要だと思

って、今回、質問いたしました。 

 健康づくりは、なかなか簡単にはいきません。壱岐の場合は塩とアルコールを減らすことがま

ず第一だと思っております。そして、野菜量を増やしていくことが健康づくりの基本ではないか

と思っております。それをやると、ここは多少健康な人がふえ、国民健康保険料の少しの低減化

はできるのではないかと期待いたしまして質問いたしましたが、前向きな答弁をいただきました。

ありがとうございました。 

 保育所に関しては、旧町体制のときは保育園と言っていて、園長先生が責任と権限を持たれて

おりました。非常にポリシーのある先生が多くて、この保育は絶対引けないと。この施設は絶対

こうしてもらいたいと町長に直談判されて、ずっと今まで保育所の運営とか職員さんの管理とか

に当たられてみえたんです。それは管理職という立場があったからできたんだと思います。 

 今の保育所長さんを見てみますと、それだけの強さ、思いはあっても言えないという状況があ

ると思うんです。だから、管理職にして責任と権限を与える。そうすれば、もっと自分の保育の

パターンというものとかそういうものがつくり出されて、保育事業がよりよき方向になるのでは

ないかと思います。 

 それと、もう一つは、先ほど市長が言われました認定こども園です。石田は３１年度４月から

ですか、認定こども園になるようになっております。そのときに園長をどうするのか。管理職に

するのか、そのままで行くのか。これは保育所と違いますので、そこのところでも検討していた

だきたいし、今の保育所長さんを管理職にして認定こども園を進めていただきたいんです。 

 今、こども家庭課の幼保連携班あたりを中心に行われておりますが、父兄への対応というのは、

これは保育所長の力にもあると思います。そこのところの協力体制を強化しないと、認定こども

園というのはなかなかできてきません。石田でもいろいろ問題があって１００％ではありません

が、ほかの地区ではもっともっと問題が出てくると思うんです。 

 認定こども園に向けて何かの施策をする。保育所長にも同じように協力していただいて進めて

いく。そういう意味合いを持って、管理職への登用をと一つは申しております。何かございまし

たら。 

○議長（鵜瀬 和博君）  白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  今西議員がおっしゃるように、子供の保育、私はそれを進めると申して

おきながら、そういった保育士の皆様方に対しての管理職の登用等々をしていないという、ひと
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つ見た感じでは逆行しているんじゃないかということも私自身考えないわけでもございません。 

 そういった中で、今は変革のときといいますか、保育のあり方の変革のときでございまして、

ぜひ私も公約で保育料の第２子以降の無料化というものをうたっております。そういった中で、

その財源を捻出する上でもいろんな知恵を絞らなくちゃいけない。そういった中で、認定こども

園、石田町を一番先にさせていただきたいと思っているわけでございますけれども、そういった

新しい組織になる。そのときは間違いなく管理職が必要だとそういう認識は今持っておるところ

であります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員。 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  市長の公約の中にありました第２子からの保育料の無料化、そ

れと幼稚園の授業料の軽減、学校給食費の軽減、今回、医療費は中学生までということになって

おりますが、その財源を捻出するためには施設の統合が必要なんです。なるだけ早くそうするた

めにはみんなの力が必要だと思います。それゆえに管理職にして協力体制をとって進めていただ

きたいという思いで今回の質問はいたしております。 

 それでは、前向きに進めていかれるというふうに捉えまして、次の質問に移らせていただきま

す。 

 ここには女性が２人しかおりません。男性の皆さんは死後離婚という言葉を御存じですか。知

らない方もいらっしゃるんじゃないかと思います。怖いことです。夫が亡くなった後に離婚する

ということです。姻族関係終了届というのを出せばよいだけのことなんです。今、夫の死後、し

ゅうとめなど夫の親族との関係を終了させる女性がふえております。以前は夫の親族と同じ墓に

入りたくないという理由が多かったのですが、最近ではしゅうとめの面倒を見るのは嫌というこ

となんです。夫の両親や兄弟と姻族関係を続けるのは絶対に嫌ということなんです。そこまで行

くにはそれなりの理由があるわけですが、いまだ、嫁とは、女性とはこうあるべきものという家

長制度、男尊女卑の思いがどこかでまた執着して生き残っている、そういうことへの憤りみたい

なものもあるのではないかと思います。 

 一昔前には考えられなかったことですが、ライフスタイルや社会生活環境の変化の中で、この

ような思いや行動を、ＳＮＳやネットでいろんな情報のある中で対処するようになったり、情報

を得たりするようになりました。現在ではホテルのカウンター業務や介護をロボットが行うよう

な時代と、そういう時代に向けて進んでおります。時の流れの中でそれが悪いこととは言いませ

ん。しかし、自己中心で人と人との関係が希薄化していっていることも事実です。自己中心的な

犯罪も多くなっております。子供のいじめの問題もそうですが、自助・共助ということがなくな

りつつあります。 
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 社会生活の中で人と人とのつながりを持つ、そのような教育を今まで担ってきたのが社会教育

であったと思いますが、今、社会教育団体の活動が衰退しております。壱岐でも危機を感じて、

今年１月２１日に社会教育シンポジウムが行われ、いろいろな意見が出ておりました。 

 今後の対策として、学校支援会議を核として公民館を中心に社会教育団体が協力し、地域で集

まる機会と場所をつくっていくのがよいのではないかという意見が出ておりました。 

 今回、市長が出されている地域担当職員制度と共通しているところがあるのではないかと思い

ますが、その中で指導者の問題がありました。社会教育主事の資格を持っている人やノウハウや

経験を持ち合わせる人が地域にいない。そのときの頼みの綱が社会教育委員会なのですが、ここ

にも、現在、社会教育主事の資格を持った職員がいません。 

 県下２１市町中２市町の社会教育課に社会教育主事の配置があっておりません。壱岐市がその

一つと聞いております。社会教育法の中での第２章９条の２で社会教育の事務局に社会教育主事

を置くとなっています。置かなければならないとはなっておりませんが、置くとなっていれば置

くのが当然だと思います。社会教育主事補は、置くことができるとなっておりますので、ここの

ところは目をつぶることもできないことはありません。 

 職員の中に恐らく資格を持っている人が少ないんだと思います。少人数であれば、職員を研修

に出して資格を習得させるべきだと思います。研修で得た知識は、社会教育課だけではなくてほ

かの部署でも、その意識を持って仕事に取り組み、市民との対話に生かしていく、そういうこと

ができるのです。今回の地域担当職員にも同じように生かされてくると思います。１年に一度で

す。１年に１人もしくは隔年に１人でも研修に出す必要があると思いますが、お尋ねいたします。

人事権は執行部にありますので、市長の御見解もお伺いいたします。 

○議長（鵜瀬 和博君）  久保田教育長。 

〔教育長（久保田 良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  １５番、今西菊乃議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、今西議員みずから壱岐市の社会教育委員として長いこと御尽力いただき、現在もその

力を寄せていただいていることにまずはお礼を申し上げたいと思います。 

 先ほど議員がお話になります社会教育法の第９条の２に「市町村の教育委員会の事務局に社会

教育主事を置く」と明記してあります。平成２８年度の人事異動の結果、現在、壱岐市教育委員

会の社会教育課には社会教育主事の資格を持った職員が配置されていないことになりました。 

 私自身が、この第９条の部分での「教育委員会の事務局に」という文言を、広く教育委員会の

事務方の部分で事務局と捉えておりましたので、今、壱岐市の場合は教育総務課には社会教育主

事の資格を持った係長１名を配置して平成２８年度は望んだことになりました。もう少ししっか

りとした解釈をすべきだったと指摘を受けながら考えているわけですが、社会教育課でない他課
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にその資格を持った者がおっても、年間、社会教育の事業を推進していくときに助言や指導が適

切にできるかと問われますと、この１年を見てきたときにそれは無理だと私自身が改めて認識い

たしました。 

 今回、一般質問で２月２８日に通告していただき、改めてその部分についての私の認識の浅さ

を知らされたと思っております。 

 現在の課員も、それぞれ年齢構成もよく、意欲やボランティア精神に富む職員で構成されてお

りますが、議員御指摘のように、資格を持って自信を持って指導・助言ができる者と、経験は積

んできたけれどもというところには、どうしても指導の中ですき間が出てくると考えます。 

 そのことを深く反省しながら、少なくともいい時期にこの指摘をしていただきましたので、市

の関係部署と早速協議させていただいております。２９年４月からは、少なくとも社会教育課に

社会教育主事の資格を持った者を１名は配置できるよう私も切にお願いしているところでござい

ます。 

 大変、市民の方にとっては有資格者の配置がない中での社会教育の指導推進に当たっていたの

かと幾らかの不安をお持ちだったことに対しては申しわけないと思いますが、課員も課長以下、

全力投球しておりましたし、いろいろな開催される研修会には課員こぞって出席いたしまして、

その力を伸ばしていたことは事実でございます。しかし、先ほど申しますように、それだけでは

足りない部分がございます。よって、まずは４月からその課員の配置を願うことが一つでござい

ます。 

 その後は、御指摘のように講習がございます。社会教育主事の講習が７月の下旬から約４０日

間、九州大学を中心にして九州管内の主事の資格を持とうと思った者についてはさせる機会がご

ざいますので、ぜひ予算の裏づけをしながら、現在、社会教育課員にもそのような意欲を持った

者もおりますので、ぜひこれまで旧町時代に資格を取得された者だけに頼らずに新しい形の中で

資格の取得を進めながら社会教育の推進に当たってまいりたいと思っております。 

 大変いいタイミングでこの指摘をいただいたことに感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。 

〔教育長（久保田 良和君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  今西菊乃議員の御質問にお答えします。 

 社会教育主事の件でございます。 

 ただいま教育長が申し上げましたように、市長部局と教育委員会、教育委員会の意見を聞く、

そのスタンスはまさにそのように思っておりますし、予算の裏づけあるいは人的配置と申します



- 144 - 

のも、夏、７月から８月にかけてはいろんなスポーツ行事とかいろんな行事があって教育委員会

についても大変だと思いますけれども、そのために人員をふやすとかそういうことではなくて、

協議しながら社会教育主事の研修等にも行ける境遇をつくっていきたい、そういうふうに思って

おります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員。 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  教育長と市長に前向きな答弁をいただきまして、ありがとうご

ざいます。 

 ちょっとお尋ねですが、職員さんの中に社会教育主事の資格を持たれている方は今何名ぐらい

いられるか、御存じですか。わかっていたら。 

○議長（鵜瀬 和博君）  久保田教育長。 

〔教育長（久保田 良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  先ほど申し上げましたように、旧町時代に取得されておられる方は、

現在６名から７名、壱岐市の職員として在籍しております。 

 なお、小中学校にもそのような資格を持った者がおりまして、かつて教育事務所がありました

時代に教育事務所のほうの所属でもって派遣社会教育主事という形で４町に配置いたしました。

その者が、現在、小学校で６名、中学校で３名、資格を持っておりますので、いざというときは、

現在の学校教育課の指導主事と同じように割愛人事事務というものがございまして、そのような

者を県教委にお願いして壱岐市のほうに配置するという、まさかのときにはそのような手段もあ

ることをお伝えしておきたいと思います。 

〔教育長（久保田 良和君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員。 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  わかりました。職員さんの中に６名から７名ということですね。

多分、本当にこれは旧町時代に資格を習得されたんだと思います。市になってからの研修、講習、

九州大学の夏休み期間中４０日、これで資格を習得された方はいないんじゃないかと思います。 

 世の中は、社会は非常に変わっております。旧町時代では考えられないような社会情勢にもな

っているわけです。だから、新しい時代に即した指導、対応ができるように、１年に１人で無理

ならば隔年に１人はぜひ講習を受けていただいて、資格習得をしていただき、そして、通常の業

務の中に生かしてほしいと思います。地域担当職員の制度も始まるということですので、その中

でも十分に生かせるような対策をとっていただきたいと思います。 

 世の中は非常に変わっております。何が変わったかというと、大人が一番変わっているんです。

きのうの赤木議員の質問の中にも防犯ブザーの件がございました。教育長の思いは痛いほどわか
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ります。子供や学校教育は、それは立派なものなんです。大したものだと思います。しかし、そ

れを取り巻く社会、大人が変わっているんです。昔はあり得なかったような犯罪もあると考えて

いいような時代になっているわけです。子供に防犯をといっても丸腰ではなかなかできない部分

もありますので、そういう社会情勢というものを考えていただいて対応をお願いいたしたいと思

います。 

 前向きな答弁をいただきましたので、これで質問はこの件に関しては終わります。どうぞ、男

性の皆さん、奥様に死後離婚というようなことを言われないようにお努めお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、次の３番目の質問に参ります。 

 島内の女性に壱岐の観光についてどう思うかと尋ねると、道路沿いや耕作放棄地に季節の花を

植えて年中どこかに何かの花が咲いている、そういう状態をつくるのが一番いいのではないかと

いう答えが十中八九返ってまいります。これは自分たちが旅行してみて、そういうフラワーガー

デン、そういうものを見て非常に感動しているからではないかと思います。 

 有名なのに福山市の１００万本のバラでのまちづくりがあります。ここは、昭和３１年に住民

が戦災で荒廃したまちに潤いをと１,０００本のバラの木を公園に植えたことから始まって、

６０年続いております。 

 壱岐市も以前からずっと婦人会などで花いっぱい運動がありました。しかし、それに取り組む

支部が減少していますし、面積も少なくなっています。私も経験があるのですが、たった２つか

３畝の花壇にコスモスやヒマワリや菜の花を植えたんです。そうしたら機械が必要なんです。刈

り払い機やトラクターや、そういうものがないとスムーズにいかないわけです。だから、婦人会

だけでは限りがあるように思います。ましてや、今、耕作放棄地やらを見てみますと労働力がか

なり必要となります。そして、種子代とか肥料代とかかなりの経費がかかります。 

 そこで考えたのですが、島内で自生している花があります。ちょっと前まで咲いておりました

白いスイセン、ダルマギク、ツワブキ、オニユリ、ツキミソウ、ハマヒルガオ、野菊など幾らで

も咲いております。これを広く一面に植えると、きれいなのです。例えば、地域性を生かして、

天ケ原にはダルマギク、清石浜にはハマユウ、海水浴場の砂浜には一面にハマヒルガオ、小高い

丘あたりにはツキミソウや野菊というふうに、公民館の皆さんや、これはなかなか機械が最初は

要ることですので、民間会社あたりに協力をお願いして運動を起こしてみたらどうかと思います。

最初の年に少しは経費がかかると思いますが、自生できる強い花たちでございますので、後はそ

れほど手もかからないのではないかと思いますし、皆さんで持ち寄れば種子代とかもそれほど要

らないものだと思っております。 

 私が前ここに来るのに帰っております石田勝本線の両サイドにも多くの耕作放棄地があります。
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今は枯れ木でにぎわっておりますが、間もなくセイタカアワダチソウとカズラで、グリーンの

ベールで被われるわけです。それはそれで自然体でいいんですが、きれいだとは言えませんし、

これは日本中どこにでもある光景だと思っております。少し手を加えて可憐できれいな花を咲か

せれば島のイメージもよくなるのではないかと思いますので、お考えを伺います。 

○議長（鵜瀬 和博君）  白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  今西議員の３番目の質問でございまして、花いっぱい運動はどこにでも

あるけれども、壱岐に自生している花、スイセン、ダルマギク、ツワブキ、オニユリ、ツキミソ

ウ、野菊等を一面に植えていく、そういったことを公民館や民間会社に協力をお願いして運動を

起こしてはどうかということでございます。 

 御質問のように、現在、実施されている花いっぱい運動は、地域の婦人会、老人会、ボランテ

ィア団体、道路愛護団体、小学校の児童、保護者の方など多くの関係者の御努力によりまして実

施していただいております。花の植えかえや水の管理、雑草の除去等、維持管理には大変御苦労

されているものと思います。関係者の皆様の努力によって景観が保たれておりまして、市民や観

光客の方々の心を和ませていただいております。心からお礼を申し上げます。 

 さて、議員御提案の自生している花をもっといっぱいにしたいという提案でございますけれど

も、国境離島新法が４月から施行されますけれども、その中に滞在型観光の促進がございます。

観光で島においでいただいた方々にこの島にもう一泊してもらうという取り組みの一つといたし

ましては、いつ行っても花いっぱいの島というのは本当にまさにもう一泊していただきたいとい

う一つのきっかけになると思っているところであります。そういったことで、旅行商品の開発と

か宣伝にもつながって交流人口が増加する取り組みになると感じるところであります。 

 しかしながら、自生している草花、植物というのは、そこに一番適した、壱岐に自生している

からといって、その草花を移植して生育に影響があることもあるということもお聞きいたしてお

ります。そうした今あるものを移植する。そうすると、そこにはなくなるんです。そういったこ

とも含めまして、じゃあ苗を仕立てるのかという話になりますけれども、壱岐には御存じのよう

に壱岐の植物に詳しい方もいらっしゃいます。 

 そういった方の御指導をいただきながら、そのあたりの研究も含めてやっていきたいと思って

いますけど、大変貴重な御提案であると思っております。壱岐の植物について、量の把握といい

ますか、種類とか量とかそういったことも含めて早速調査したいと思っております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  今西菊乃議員。 

○議員（１５番 今西 菊乃君）  花といえば、大輪、バラやらダリアやら菊やらで、そういうも
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のをよく想像されると思いますが、こういう目立たないところに咲いている。雑草ではない。彼

らは花なんです。男性の方は目にとめていらっしゃらないかもしれませんが、私が住んでおりま

す原の辻の復元のところ、あそこにはツキミソウも野菊もいっぱい咲いているんです。そして、

刈られるんです、除草作業で。残ったのだけが道端に咲いているんです。もったいない話だと思

うわけです。ハマヒルガオもそうなんです。 

 もっと極端なのがツワブキです。ツワブキは本当に道路ののり面のところに放っておけば晩秋

には黄色い花がきれいに咲くわけです。しかし、除草するのに邪魔になるわけです。残せないで

す。私も家の周りをやってしまいます。もったいない話だと思って、ツワブキはちょっと日当た

りが少ないところでないと育たないかもしれませんが、きれいな花のフラワーガーデン、花いっ

ぱい運動というのはどこの団体でもやっていると思います。どこもやっていないようなこと、ま

だやっていない、見たことがないようなこと、こういうことに取り組んでいかないと話題になら

ないんじゃないかと思うんです。 

 こういう花は本当に一面に集めるときれいです。一つだけ見てもきれいじゃないかもしれない。

しかし、非常にそのまま刈り払ってしまうのももったいない話だと思います。島おこしのために、

私も野草に関しては余り詳しくありませんので、専門の方がいらっしゃいます。御相談もしてい

ただいて、前向きにこういう取り組みをしていただきたい。 

 そうお願いいたしまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

〔今西 菊乃議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  以上をもって、今西菊乃議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（鵜瀬 和博君）  ここで暫時休憩します。再開を１０時５５分といたします。 

午前10時45分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時55分再開 

○議長（鵜瀬 和博君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、６番、町田正一議員の登壇をお願いします。町田議員。 

〔町田 正一議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（６番 町田 正一君）  それでは、一般質問を行います。 

 その前に、昨日３名の同僚議員の方から質問がありました。いわゆる市長選絡みの指名外しの

件についてであります。 

 既に、御本人は長崎地検のほうに告訴状を提出されているということでありますので、この後、
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私は別に地検のこともわかりませんから、地検が捜査するか長崎県警が捜査するか、それは知り

ませんけれども、市長に対しても私はこの件についてはやっぱ市民に対して説明する責任はある

と思います。 

 そこで、市長に提案ですが、ぜひ例えばこの地検が受理して、これで不起訴になるとか、ある

いは、裁判になって最終的な結審が出たとか、その場においては、やっぱ市民の中には非常に心

配されている方も多いわけですから、市長自らこの事実関係等について、私も事実関係というの

はいわゆる報道でしか基本的に知らないんで、また市民の人もほとんど報道についてのみしか知

り得ない立場におられます。私は市長として市のトップ、行政のトップとして、市長も全ての責

任は私にあると言われましたんで、ぜひ、後で回答の時で構いませんけれども、ぜひ、そういう

心づもりがあるかどうかだけ、後で御回答いただきたいと思います。 

 それでは、壱岐市の一般質問通告しております、壱岐市の住宅政策についてです。 

 今、壱岐市は平成１８年６月に住生活基本法が制定されて、それにのっとって壱岐市公営住宅

等長寿命化計画が策定されております。かなりボリュームのある資料なんですが、この中で壱岐

市が今管理しておる７８７戸の公営住宅、まあ特定公共住宅とか単独住宅も全て含んでですが、

そん中で要するに今からはもう非常に財政も厳しいからこの用途に応じて、この７８７戸の選別、

いわゆる建てかえ、あるいは改善修理、それからもう、要するに用途廃止等の適切な手法を選択

するというふうにうたってあります。 

 私も、実はつい５年前まで公営住宅に住んでおって、本当に住宅のお世話になったんです。ま

あ、卑近の例で申しわけないんですが、私が住んでおった住宅は３棟、１２棟、１２世帯がおら

れました。そして、私と妻がそん中で一番若かったんです。もう６０になってましたけど、そん

中でも一番若かったんですよね。そして、実はもうその住宅で高齢化する人ばっかりだったんで、

救急車が年に２回ぐらい救急車が来るんです。そのたびに私が住宅に独居の方も多かったもんで

すから、私がその救急車に乗り込んで市民病院に一緒について行ったこともありました。今は私

たち夫婦が出てから、実はもうほとんど高齢化した世帯ばっかりでありまして、時々のぞいて看

るんですけれども、まあ独居の方が多かったりとか、非常に高齢化されてる人が多かったりとか、

これ住宅がやっていけるんだろうかということ、ちょっと心配はしてます。 

 それで、通告に従って質問しますけれども、まず第１点目、実は私とこの大久保住宅というの

は、今政策的空き家という形で規定されております。私も結構、政策的空き家というのが住宅に

入りたいんだという方も実はおられるんです。例えば、家のリフォームをしなきゃいかんから、

例えば２カ月とか３カ月の間だけ住宅開いとる、現に開いとるんですよね、政策的空き家で募集

しておりませんから、その間入らせてくれんだろうかとか、あるいは家庭環境が急に変化して、

例えば、奥さんが家を出るとか、急にですね、そういったこともあって、どうしても近々に入り
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たいとかいう方がおられても、実はこの政策的空き家ということで基本的に入れない、短期入所

も認められない。僕らもうそんなもん行政が政策的に空き家というんだったら、それやったら政

策的な入居も当然していいんじゃないかと思うんですけれども、その政策的空き家も一点張りで、

これもう入居も基本的に期限付きの入居というのも認められておりません。まず、だから政策的

空き家というのは一体なんなのかなと、まずその規定を教えていただきたいと思います。 

 それから、２番目にこれ具体的な例が、非常に私がおったから非常にわかりやすいと思ってこ

の大久保住宅を取り上げておるんですけども、これ大久保住宅は既にもう五十数世帯おられるん

ですが、もう高齢化率が多分８割近くになっておられます。この同じ公民館、少弍公民館という

んですが、これは実はここまで来ると公民館の役員のなり手がいないんです。もう今の公民館長

も多分３回目だと言っておりまして、その後がまた見つからんという状況で、コミュニティーが

要するに崩壊している状況であります。 

 まあ、ここの長寿命化計画の中にもこれ載ってるんですが、要するにニーズがやっぱり変化し

てきてます。このまま住み続けたいという方がもう３０％ずっとおられるし、建てかえるのも簡

単ですが、建てかえたら家賃が当然上がっていくんで、今のままで建てかえんでいいという、要

するに住宅を終の住みかとだと考えられる方もおられるし、もう一方では若年層でもう一時的な

入居という形で将来的には自分で家を建てて外へ出ていくという若い世代とのニーズという形で

もう本当に二極化しているのは、間違いないと思うのです。そこで、その別々のそれぞれ別途の

対応が必要だと考えるわけですが、これについてどういうふうな行政として対応されているのか

ということをお尋ねしています。 

 それから、３番目なんですが、実はこの住宅は長寿命化計画の中でも平成２８年から３０年ま

でに建てかえということを計画されております。これ一部、今解体、一部解体して、そこ空き地

になっているんですが、正直言って空き地も草ぼうぼうの状態で、私見てきましたけど、草ぼう

ぼうの状態で全く管理もされておらんので、地区の人も非常に３０年、僕もちょっと言うたんで

すよね、市の長寿命化計画で３０年までに建てかえるというふうになっとるんだと、ところが、

まあ３０年といってももう２９年なんで、そのところがどういうふうな形で今進行しているのか

という、市の長寿命化計画の中で平成３４年までの計画がずっと建てかえの計画が載っておりま

すから、多分これ大久保住宅については平成２８年から３０年までに建てかえるというふうにこ

れの計画には載っておるんで、建てかえられるんだろうと思っておりますが、今んところまだそ

ういうふうな動きもないんですけども、そこのところはどうなっているのかということをお尋ね

します。 

○議長（鵜瀬 和博君）  町田正一議員の質問に対し理事者側の答弁を求めます。白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 
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○市長（白川 博一君）  ６番、町田正一議員の御質問にお答えいたします。 

 本来の一般質問の前に、今回の告訴の件についてお尋ねございました。今回の告訴事件につき

まして、市民皆様には大変な御迷惑、御心配をおかけいたしておりますことを改めてお詫びを申

し上げる次第であります。 

 市民の皆様には白川はなんで、今回の件について話をしないのかという、そういうふうに思っ

てらっしゃると思っております。しかしながら、私は今、刑事事件の被疑者という立場にござい

ます。これから、刑事手続が行われます。そういったこともございまして、現時点ではこの発言

をしないことをお許し願いたいと思っております。 

 ただし、この事件が案件が決着いたしましたならば、こういった行動をとりました、こういっ

たことになりましたいきさつについて、皆様に、市民の皆様に詳しく御説明をするということを

お約束させていただきます。今しばらく市民の皆様には御猶予を賜りますようお願いを申し上げ

ます。 

 さて、町田議員の１番目の御質問、壱岐市の住宅政策についてということでございます。まず

最初に、政策的空き家とは何かということでございました。政策的空き家と申しますのは、老朽

化した公営住宅を建てかえる、あるいは中を改修する改善事業を行うために、現在の住宅で新た

な入居者を募集を停止している、その結果生じた空き家のことでございます。 

 また、耐用年数を経過した住宅は、順次政策空き家として位置づけ、需要や管理戸数の推移を

見ながら適切な時期を見定めて用途廃止及び集約、建てかえ等をするということにしておるわけ

でございます。先ほど申されましたように、住宅整備計画の中で２５年から３４年度までの計画

で、今ちょうど真ん中でございまして、２９年度に大幅な見直しをするということにいたしてお

るわけでございますけれども、そういった中で、どうしてそのあいているのに一時的にも入居で

きないのかということでございます。これについては、御存じのように借地借家法というのがご

ざいまして、一度入居をされるとなかなかいざ事業をする時に出てくださいというのが非常に難

しいということもございます。 

 しかも、今申しておりますように、ここ１０年間のうちに３４年までのうちに一応の整備をす

るということでございますので、当面、入居を停止している、募集を停止しているという状況に

ございます。 

 次に、高齢者と若年層が二極化してるじゃないかということで、それぞれ区分したらどうかと

いう御意見でございます。 

 壱岐市の市営住宅につきましては、大久保団地に限らず島内どこの住宅も高齢化が進んでいる

状況でございます。特に、高齢者世帯につきましては、終の住みかとして市営住宅で一生暮らす

方も多数いらっしゃいます。市営住宅につきましては公営住宅法にのっとり、高齢者世帯及び若



- 151 - 

年世帯等の区別を定めることなく、平等に住宅に困窮する低額所得者に対し、一般世帯向け住宅

として入居者を募集しているとこでございます。 

 しかしながら、近年市営住宅の応募状況は、特に若年層世帯につきましては、市内中心部や新

しい住宅に応募が多い一方、老朽化が著しいまたは、設備が整っていない住宅は敬遠されている

傾向でございます。選考確率は高くて、かつ家賃が安い、しかしながら、現在の生活水準を下げ

てまで古い住宅に入居はしたくないと考える方が、応募者が多数であります。こういった意味で、

若年層世帯については比較的新しい住宅へ自然に住み分けがなされている状況にございます。 

 一方で、若年層世帯でも環境や設備より安い家賃のところへと、また高齢者世帯でもバリアフ

リー化された新しい住宅を応募されるケースもあることも事実でございます。市としては、これ

までどおり分け隔てなく平等に住宅に困窮する低額所得者を対象に入居者を募集していきたいと

思っております。 

 平成２５年度から壱岐市公営住宅等長寿命化計画に基づき住宅整備につきましては、整備を行

っておりますけれども、実は平成２５年度に耐震診断をいたしました。その結果、３団地４棟に

ついて耐震補強が必要となりまして、その結果、入居者の安全を確保するため優先的に耐震改修

を工事を進めているところでございます。 

 また、古城地区への下水道整備の拡張、これも行いました。今年度から古城団地の給排水設備

との改修工事に着手しております。これも年次的に改修工事を行い、最終的に１棟から４棟同時

に下水道へ接続する予定としております。 

 こういったことで、現在緊急性が高いものから順次整備している状況でございまして、整備計

画が後ろ倒しになっているということが現実でございます。この長寿命化計画につきましては、

こういった状況の変化、国や県の住宅施策の動向、各事業への進捗等踏まえまして、２９年度に

見直しを行いまして大久保団地の整備時期につきましても、その中で具体的な計画をしていきた

いと考えておるところであります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  町田正一議員。 

○議員（６番 町田 正一君）  私ちょっと、実は非常にこれ壱岐全体の本当は事なんですけども、

まあちょっとわかりやすいからちょっと大久保団地のことを僕も例に挙げてずっと言ってるんで

すけども、実は大久保団地はある一部を取り壊して、実は瀬戸のほうに新しい桜木団地というの

をつくりました。ここはですね、ありがたいことに若い人たちが全員です。もうほとんど、要す

るに毎日会社に行ったり、仕事したりとか、そういうふうな若い人たちがほとんどでして、新瀬

戸団地というのがもう１個ありますけれど、ここも若い世帯がほとんどで、瀬戸の子供の恐らく

もう今大部分は、この新瀬戸団地の御父兄、まあもちろん地元の方も多くおられますけれども、



- 152 - 

そこの人なんですよね。だから、確かに今市長が言われたように、若い世帯は新しい形の住宅、

今かなりいわゆる桜木団地もそうですけど、非常に新しいと言われる昔のカンピラの僕らあがお

ったような二間しかなくて、風呂場とかトイレとかだけついとるというようなカンピラの住宅じ

ゃなくて、いわゆる都会型のかなりマンション的な住宅構造になってます。もう、そこしか入り

ません。これ希望がないんですよね。ところがコミュニティーの立場から考えると、新しい住宅

を別につくってしまうと、要するに残ったんは年寄りだけになってしまうんです。今度はコミュ

ニティーが維持できないんです。 

 だから、僕も今度、大久保団地の建てかえる時は、ぜひ、要するにコミュニティーのことを考

えたら、当然若い世代もいるんです。だから若い世代とそういったお年寄りの方の独居とか、そ

ういった方が同居できて初めてコミュニティーができるんであって、簡単に年寄りやったら年寄

りだけを集めとけばいいというふうでは、それはコミュニティーが成り立たなくなると私は思っ

てます。 

 だから、ぜひ、これは計画でも実はうたってるんですが、この大久保団地については解体した

現地での建てかえを、僕も早急に検討していきたいと、いってほしいと、そしてここに若い世帯

が、若い世代が新しい住宅は若い世代が入ってくるんですよ。多少、家賃が高くても、ところが

まあ、その今の僕たちが住んでおったようなカンピラの昔の住宅はお年寄りはもう家賃が安かっ

たらそれでいいと、今のままで終の住みかで考えとるんだからということで、ところがお年寄り

ばっかり集めたコミュニティーをつくるわけにはいかないんだと、実はコミュニティーというの

は若い世代がそこの中に入って初めてコミュニティーが成り立っていく、まあ当たり前のことで

すけれども、だからぜひ、今後もこれずっと建てかえ計画を私も読ましていただいてますから、

今後はこの団地については、それぞれ建てかえていかれるでしょう。ぜひ、そのコミュニティー

のあり方としては、できるだけ現状、現地に近い形のところで新しい団地を建設していただきた

いと、ただ単にニーズのことだけを考えて、ここに土地があるからということで建てかえると、

今度はその地域がその住宅、公営住宅が中心なっとるコミュニティーが実はもうやっていけない

ということもぜひ頭の中に、この公営住宅を公営住宅長寿命化計画を見ると、そういったコミュ

ニティーの維持の視線がちょっとなかったから、ぜひそれも検討していただきたいと、２９年に

見直されるということなんですが、大久保住宅のほうも実は市のほうで今下水道のほうをやって

いただけるということで、要するに水洗化ですよね、まあ今ごろほんと言うたら住宅、いくら公

営住宅とはいえ、水洗化していけば非常に皆さん喜ばれるし、高齢化すればするほど実は水洗の

ほうがいいんですよね。それは、もうぜひ進めていっていただきたいと思います。２９年度にど

うするか、もう一度決定されるということなんですが、この大久保団地については、建てかえを

前提にそこの政策的な空き家も受け入れてるし、一部移転もしていただいておりますので、ぜひ
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前向きにというか、ぜひ計画どおり進めていただきたいと思います。 

 それから、次２番目です。 

 この前、市長が行政報告でも言われましたけれども、地域担当職員制度というのを今度市長は

行政報告の中で言われました。私も、前回質問した時に、非常に実は行政と合併してからやっぱ

り行政と地域住民との距離が非常にあると、やっぱり地域住民の中にはちょっと皆さんたちには

申しわけないけど、やっぱり公務員は身分が保障されとって高い給料もろうとって大した仕事も

せんでというような意見もあるのはあるんですよ。これは当たり前だと私も思ってますけども、

やっぱりでもそういった溝を埋めるのは、やっぱりそこにおる地域の職員がその地域に溶け込ん

で住民のニーズを吸い上げる形で職員が飛び込んでいかなければ、これはいつまでたっても解決

しないと、全部が全部、正直言って解決するのはそれは無理なんですよ。でも大多数の住民が、

ああ公務員の人たちがこうやってやってくれとると、地域に溶け込んでやってくれとるというこ

とを僕は実感してもらいたいという思いで、ぜひ地域の担当職員制度というのをつくってもらい

たいと、ただ私がイメージしとったんは、実はその地域に私も多分小学校の単位ぐらいが１番だ

ろうと思ってましたけれども、実はそのそれは専門の職員を僕はつくってもらいたいと、地域部

のようなものが１つあって、僕はその一人、例えば瀬戸地区だったら瀬戸小学校に一人おれば、

まず全戸その職員が回ることから始まって、そしていろんな公民館の総会とか、それから瀬戸に

は瀬戸浦会という組織もあるんですけども、そういった組織と連携したりとか民生委員とかに連

携していって、その住民の福祉のニーズとか医療のニーズとか住宅のニーズとか、あるいはそう

いったものまで応えられるだろうと、私としてはそういうふうに思っとったんですが、今回、第

一段階として市長がこれ僕は提案されたと思うのですよ。今後、どういった形でこの地域担当職

員制度が今後どういった形で、もっとこういうふうな形がいいんじゃないかという形のやつも当

然生まれてきます。 

 ただし、議会の全協で説明しましたけれど、多分普通の人はこれ見てる市民の方は全く情報が

ないんで、まずこの地域担当職員制度のこの具体的な中身と、それから僕がやっぱり心配してい

るのは、このままいけば要するに個人の生活相談みたいな無制限に職員が応じるわけにはいかな

いんですよね、今度任命される人が、しかし市長も言われてるように、一方でじゃあ、いやそん

なことは私の職域外ですとか言われて、これ全部対応しないと、これ何のためにお前ここの地域

の担当職員になっとるとかと、それも一つは言われます。それから、そこのところをきちんと区

別していかないと、マニュアル化していかないと、これは非常に職員の負担が大変になります。

それこそ、夜に電話で呼び出されたりとか、そういうことがあっては、それは職員のほうがたま

ったもんじゃないから、それはとてもじゃないけど対応できません。 

 それから、もう１つは、やっぱり心配しているのは個人の要望と地域の要望が違う場合があっ
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て、当然あるわけですよね、そこの調整も非常に難しいだろうと私も思ってます。だから、人と

のコミュニケーション能力が非常に高くないと、これやっぱり失敗します。これ間違いなく失敗

すると思ってるんです。まあ、今のままそんな形をきちんとできるコミュニケートできる職員じ

ゃないと、だから僕は第一段階じゃ今度平戸市が同じように、これは平戸市の場合は行政区構想

をつくって、その地域との協議会みたいなのをつくって、そこに地域担当職員が入っていくとい

う形は、今度、黒田さんがやるみたいですけども、第一段階としては、まずきちんとこっからこ

こまでをやりなさいと、これ以上やったらだめですよというのをやっぱり行政が決めていかない

と、これは職員が何ぼ時間があっても足りないし、何ぼやる気があっても、それはとてもじゃな

いけど、これは下手したら失敗するのも目に見えとると、住民からの苦情ばっかりでというのが

正直言って心配しております。 

 ただ、私のところは瀬戸浦会という組織がきちんとあるんで、そこに瀬戸におる役場の職員の

人たちはもう、そりゃ祭りから何から全部参加していただいておりますから、この人たちがおら

んかったら祭りもやっていけない状況なんで、その面では本当に地域に溶け込んでいただいてる

んですけど、そればっかりではないから、そこのところをちょっと住民にこの地域担当職員制度

の基本的なシステムとか、それから今心配したようなマニュアル、そこんとこをまずちょっと、

テレビ多分住民の方見られてますんで、そこんところちょっと市長のほうからお答え願いたいと

思います。 

○議長（鵜瀬 和博君）  白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  町田議員の地域担当職員制度の具体的な中身についてという御質問でご

ざいます。 

 このコミュニティー、先ほどから言われておりますコミュニティーを育てていくと言いますか、

本当に行政と地域の方々が意思疎通と申しますか、そういったことを醸成していくということを

目的としておるわけでございますけれども、一応、小学校単位、校区単位としております。これ

はやはり、これ以上を範囲が広くなりますと、それはコミュニティーとは言わずにアソシエーシ

ョンとか言う、何か英語で言えばそういうふうになるそうでございますけども、一応、小学校区

単位をこの地域担当職員の制度の範囲としておるわけでございます。 

 この問題につきましては、昨年６月の議会の一般質問において町田議員から職員配置の要望を

受けまして、平成２９年４月この４月導入に向けて先進地視察及び内部協議を行いまして、制度

設計がなされたために先般の全員協議会において、その概要を説明させていただいたところであ

ります。 

 この制度を実施するに当たり、このたび壱岐市地域担当職員制度実施要項を整備をしておりま
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すけれども、かいつまんで申しますと、壱岐市内をおおむね小学校区単位の１８地域に区分し、

その区分ごとに地域担当職員を３名ないし５名を配置をいたします。業務といたしましては、主

に地域の現状把握、地域の課題発見とその解決に向けた支援、情報提供、そして地域の声を施策

につなぐ連絡調整役というところでございますけれども、地域担当職員は併任でございます。本

来の自己の職務が優先されるということになります。 

 そこで、市役所各庁舎に地域担当班を設置いたします。地域担当職員が受けた地域からの相談

や要望等を取りまとめ、それぞれの担当部署へつなぐという役割を担います。これによりまして、

他の自治体では避けている要望等の受付窓口をあえて引き受けたいと思っております。要綱の第

１条にもうたっておりますように自助、互助、共助、公助の原則のもと協働のまちづくりを推進

することを、この制度の目的としておりますので、地域に配置された職員が単なる苦情の受付係

とならないように、第４条で行為の制限といたしまして、地域の皆様に了承していただくことを

示しているところであります。議員様にも御心配いただいているように、失礼しました町田議員

にも御心配いただいているように、地域からの要望等を何でもかんでも引き受けるとなっては、

職員がパンクをしてしまいます。したがいまして、住民個人や特定の任意団体からの要望や苦情

等については、受け付けをいたしませんし対応もいたしません。 

 ただし、道路など公共施設の維持補修的な要望等につきましては、従来どおり各施設の管理部

署において直接対応いたします。また、地域内の各種組織団体の事務局的な業務を担うなど、地

域の自立性を阻害する下請け作業者になってはならないといたしております。 

 地域担当者職員に求められますのは、地域において協働の意識を醸成させる指導的な役割でご

ざいまして、まちづくりのコーディネーターとなることが期待されます。議員がおっしゃるとお

り、高い能力が求められます。人員的にも厳しいものがございますけれども、これも人材育成の

一環として経験のよさの少ない若い職員もその中には入れるようにいたしております。職員の育

成もさることながら、地域の皆様とともにこの制度を成熟させていきたいと思っております。 

 私、常々申しておりますけれども、市の職員は地域のリーダーでなくてはいけないと申してお

ります。そういった中で、まずとっかかりといたしまして今、町田議員がおっしゃいますように、

一人という専属の配置は今のところは考えておりません。やはり、みんなが知恵を合わせながら、

そして試行錯誤しながら、この地域担当職員制度を成熟させていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

 市民皆様の御理解、御協力を切にお願い申し上げる次第であります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  町田正一議員。 

○議員（６番 町田 正一君）  よくわかりました。というか、わかったような、わからんような、
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現実にはやってみないとまだわからないから、実は私が住んでいる瀬戸浦には瀬戸浦会という組

織は、これは終戦直後につくったんですよ、当時の僕はこれつくった人たちは本当に偉かったな

と思うのですが、当時の古い文献を読むと、そのまず生活改善運動とか、そんなんから出発して

ます。初代は、倉光千秋さんだと思うのですが、だからもう昭和二十五、六年ぐらいに瀬戸浦会

という組織つくってるんですよね、その記録簿を読むとですね、だから、今でも伝統をずっと引

き継いで年に１回、行政と市政懇談会というのをやってます。瀬戸浦会の要望としてそれ上げる

んですよ、各公民館全部瀬戸浦会なんか網羅してますから、だから瀬戸浦会の役員が現地調査も

するんです、要望、各公民館から上がった要望の現地調査をして、こんなもんはとてもやれない

というやつは、初めから行政に上げません。だから、これと、これと、これについては住民にと

っても非常に必要性があるし、地域にとっても非常に大切だということで、その行政との要望を

上げます。だから、毎年非常に別に僕が議員になる前からなんですけども、大体瀬戸浦会の要望

は大体、ほとんどどうしてもできないものもあります、それはできんと行政のほうも言われます。

そして、今年は予算がないからやれないと、これはただし来年以降の検討課題にさしてくれとい

う形で、当然言われることも多々あるんですが、かなり実現していただいたこともあるし、これ

はもう県の所管だからということで県のほうに壱岐市のほうから実現していただいたこともあり

ます。 

 これは、僕はやっぱ先人たちが非常にその地域育てるとかコミュニティーを大切にするという

ことを非常にやって来られたお蔭だと思うんですよ。これは、多分僕はほかのところはよく知り

ませんので、同じような組織があるかどうか知らないですけども、ぜひ僕は第一段階としては、

こういった市政懇談会みたいなんが、そこの地域がその地域リーダーがこの市政こういった形で

地域要望をまとめ上げて市政懇談会という形で出していただけたら、年に１回なんで、そんなに

地域担当職員もそんな難しくなく、かなりコミュニティーとしてはやっていけるんじゃないかと、

瀬戸浦会のそういった市政懇談会に地域担当職員も一緒に来てもらってとか、そういった形であ

るいは、役員会に地域担当職員が来ていただいて一緒に役員と話すとか、そういった形が多分ま

あ第一段階としては、そのくらいが一番いいんじゃないかと、正直言って思ってるんですが、何

か市長ありましたら。 

○議長（鵜瀬 和博君）  白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  瀬戸浦会につきまして、まあ議員おっしゃったとおりでございます。

１８地区それぞれにやはり文化、歴史、文化がございます。その地域に合ったシステムでもって

いく、そういった基本的なスタンスをとりたいと思っています。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 
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○議長（鵜瀬 和博君）  町田正一議員。 

○議員（６番 町田 正一君）  まあ、もちろんそれは当たり前ですね。それは在部と浦部とそれ

こそ、全然コミュニティーの歴史も違うし、コミュニティーの成り立ちも違うし、コミュニテ

ィーの特色も違うし、それぞれがそれぞれのやり方があるから、地域担当職員については、そこ

のところをきちんを把握していけば、まあ第一段階として、何とかこれが、ああ、つまらんかっ

たと言われんような形で、もう一つはそのやっぱ職員の過重な過度な負担にならないように、基

本的には個人の生活要望みたいなのは、民生委員もおられるわけですから、多分民生委員のほう

に連絡するとか、そんくらいにとどめておかないと、これ個人の家に呼ばれたりとか、そんなこ

とになったら僕はもうかえって逆効果になると思いますので、そこんとこはやっぱり、一応きち

んと区別していかないと大変だと思います。 

 冒頭に、市長にはぜひ市民には今回の入札の問題に関しては、市民にはいずれ説明する、もち

ろんトップとして義務があると私も思いますから、ぜひこれ不起訴になった段階とか、裁判が結

審した段階では、市長自らがやっぱりきちんと説明すべきだと思います。 

 今、もう既に地検のほうに告訴されている段階で、何か最終日には百条委員会の提案とかそん

なもん出るみたいですけど、今は、もう地検に告訴されている段階で議会がそういうことをし出

したら、下手したらこれ捜査妨害にまつわると私は思っております。ぜひそのところは、市長も

ただし市民に対して説明する責任は市長も冒頭言われたように、それは自覚しておられますので、

そこんとこの対応はよろしくお願いします。 

 それでは、私の一般質問は終わります。ありがとうございました。 

〔町田 正一議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（鵜瀬 和博君）  以上をもって町田正一議員の一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（鵜瀬 和博君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 ３月１４日及び１５日は各常任委員会を、３月１６日及び１７日は予算特別委員会をそれぞれ

開催いたします。 

 次の本会議は、３月２２日水曜日、午前１０時から開きます。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時34分散会 

────────────────────────────── 

 

 


